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　オオキンケイギクは、5 月から 7 月にかけて鮮やかな黄色の花をつ

ける多年草です。河川敷や道路沿い、道路の法面などで見ることがで

きます。

　非常に強い生命力を持ち、一度定着すると、周りの在来種を駆逐し、

景観にとどまらず生態系をも変えてしまう性質を持っている危険な植

物のため、一人一人が防除の必要性を認識する必要があります。

オオキンケイギクは「特定外来生物」
に指定されています！

　非常に強い生命力で、周りの生態系に影響を

及ぼす危険があるため、平成 18 年に「特定外

来生物」に指定され、栽培・保管・運搬・野外

に放つことなどが原則禁止されています。

　「特定外来生物」とは、特定外来生物による

生態系等に係る被害の防止に関する法律（外来

生物法（平成 17 年６月施行））により、生態系

などに影響を及ぼすものとして指定された生物

です。生きているものに限られ、個体だけでな

く、卵、種子なども含まれます。

　また、違反した場合は、懲役３年以下もしく

は、300 万円以下の罰金などが科せられます。

オオキンケイギクは多年草のため
刈り取るだけでは防除できません！
　オオキンケイギクは多年草で、結実後に茎や

葉が枯れ落ちても地下茎や根などが休眠状態で

残り、翌年、そこから再び茎や葉を伸ばします。

根を掘り起こして処分すると効果的ですが、ま

ずは、草刈機などで刈取り除去しましょう。

　ただし、結実後の刈取りは種子を拡散させ、

かえって生育範囲を広げてしまう可能性があり

ますので、刈取りは、結実前に行いましょう。

オオキンケイギクは、在来種に影響を及ぼす危険がある植物です
きれいだからといって庭で栽培しては、絶対にいけません！

【問合せ】　日野総合事務所　福祉保健局
　　　　　電話　72－ 2037

●写真提供　日野総合事務所福祉保健局

民
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介

松本　進さん（下榎）
担当地区【下榎 1・2 区】

　前任の中原信男さんが退任さ

れ、5 月１日付で松本進さんが

委嘱されました。任期は平成

25 年 11 月 30 日までです。
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。
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。
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品
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末
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０
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光
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０
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２
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役場 健康福祉課 （電話 72‐ ０３３４）

町地域包括支援センター（電話 72‐ １８５２）

　皆さんご存じのように 3月 11 日に発生した東日本大震災は未曽有の大災

害であり、その被害状況は想像を超えたものがあります。その中で様々な医

療支援が早期から開始されています。遅ればせながら、日野病院からも医療

支援チームを出すことができましたので、この場を借りてご報告します。

　当院では日本医師会災害医療チーム（JMAT）の一つとして人的派遣を行い

ました。JMAT は約 1年前より構想されていた災害医療チームで、日本医師会

が各都道府県医師会に要請。そこから各医療施設に活動可能な人員を依頼す

るというものです。当院では医師（大谷）、看護師（小村、佐々木）、事務

（川上）の 4人を編成し、4月 26 日から 29 日まで宮城県石巻市へ行きました。

　石巻は死者・行方不明者約 5,000 人、1 万人以上が避難所生活を送っている最も被害の大きかった地

域です（4 月末現在）。宮城県は 2010 年より大規模災害を想定して各地域に医療コーディネーターを配

置しており、石巻においてもコーディネーターの指示のもと、全国から集まった数十の医療チームが被

災を免れた石巻赤十字病院を中心に組織的に活動していました。私たちもこの組織の中で動けばよく、

内容は主として避難所における診療で、日常業務に近い形で行うことができました。

　私たちが滞在した 4月下旬は、災害医療体制が急性期から慢性期へ移行しつつあり、本来であれば支

援チームの診療から地元医療機関へと患者の流れが戻る時期です。しかし、地元の多くの診療施設が機

能を失っており今後も形を変えた支援が必要と考えられます。今回の活動で感じたのは、予想以上に災

害時の医療支援体制が整っていたという点です。これは阪神大震災やその後の各地での災害活動の教訓

が生かされた結果ではないかと思います。一方、当院は 2000 年に鳥取県西部地震を経験していますが、

残念ながらこの経験が充分に生かされていないというのが現状です。今回の震災を契機にあらためて危

機管理能力を持つ防災意識の高い病院づくりの必要性を感じました。

東日本大震災における医療支援
日野病院　副病院長　大谷眞二

避難所での診療の準備をする職員
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。
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な
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な
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催
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介
護
予
防
の
5
つ
の
法

①
転
倒
予
防
と
筋
力
ア
ッ
プ

②
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活

③
お
口
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う

④
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

⑤
積
極
的
に
出
か
け
ま
し
ょ
う


